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地球温暖化現象は人類が直面する喫緊の課題である。それに応えるように経済は低炭素経済へと

急速に移行しつつある。温暖化ガスの排出量の大幅な削減は経済・社会の全分野におけるステー

クホールダ(利害関係者)の積極的なアクションを必要とする。実際、次のようなアクションが取

られている。 
 

• 政府は 2050 年までに温暖化ガスの排出量をネットゼロとする(あるいは 1990 年レベルか

ら 80%削減する)ために削減のシナリオをつくり、それを実現するために必要な法律そし

て施策を準備・実行している。 
• 自治体の多くはエネルギー・カーボン戦略を作成し、国以上の厳格な目標を掲げ、必要に

応じてグリーン債券を発行しながらカーボン削減のためのプロジェクトを実施している。 
• 多くの企業は省エネの努力を引き続き行いながら、消費する化石燃料を再生可能エネルギ

ーで置き換えようとしている。更に一部の企業は低炭素経済のビジネスへ進出しようとし

ている。 
• 化石燃料のソースであるオイルメジャーは自らシナリオ分析をして、それに基づき社内の

カーボン価格を決め、所有するポートフォリオを最適化している。そのポートフォリオに

は買収した低炭素経済のビジネスが含まれている。 
• 一部の企業・団体は気候非常事態宣言(Climate Emergency Declaration)を行い、全ての活

動を温暖化ガスの排出という観点からレビューし、排出量を最小にしようとしている。 
• 環境への意識が高い世帯では太陽光発電パネルそして時にはバッテリーをもち、電気のプ

ロシューマ(Producer & Consumer)となっている。 
 
上記は今日観察されるアクションの一部である。本書は大きく分けて 2 つの目的をもつ。一つは

温暖化ガス排出量削減のためのシナリオ、すなわち、温暖化ガスのソース部門別施策、各テクノ

ロジーの役割を含めた、削減計画の全体像をレビューすることである。もう一つの目的は、発展

しつつある低炭素経済のビジネス、すなわち、温暖化ガス排出量の削減に直接的あるいは間接的

に寄与するビジネスをレビューすることである。本書では、とりわけ革新的なテクノロジー、ビ

ジネスモデル、システム(制度)を紹介することに焦点が置かれている。 
 
本書は特に次の購読者の方々を念頭に置いている。(1)低炭素経済にビジネスの機会を探す企業

の方々、(2)政府、自治体で温暖化ガス削減及び低炭素経済の開発を担当する部署の方々、(3)関
連するビジネス分野でコンサルティングサービスを提供する方々等。 
 
本書は毎年内容をアップデート・拡充し発行する予定である。この意味で、本書は温暖化ガス削

減及び低炭素経済・ビジネスの手引書となることを目指している。  
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